
 
 
 
 

深川市農業センターの概要 

施   設  試験展示圃・体験圃場・体験農業施設 

施設規模  敷地総面積 １．８ ｈａ 

       管理棟面積 ２，００３ ㎡  圃場面積 １．７ ｈａ 

設置目的 

地域に適合する農業を積極的に推進するため、各種作物の試験調査を行い、その成果を普及

することにより、栽培技術の向上と農業者の経営安定を図るものとする。併せて都市住民や学

童等に農業体験の機会を創り、食と農業の理解を深め、本市農業の活性化に資する。 

設置の経緯 

 北海道における稲作主産地としての確立を目指して、水稲品種の適応、栽培技術試験等を実

施し、稲作農家への普及により良質食味米の安定生産を図るため、昭和４０年に「深川市立水稲

試験地」として設置したものです。その後、稲作転作に対応し転作定着化による所得確保のた

め、昭和５４年、転作試験部門を設け畑作物・野菜・花き等の品種比較試験等による地域適応性

を検討しつつ、栽培技術の向上・確立を目指して現地への普及推進を行ってきました。 

 平成６年には、これら試験地としての機能のほか、都市住民や学童への食と農業の理解と体

験学習ができる施設として管理棟・作業棟・体験学習機器の整備を行い深川農業センターに改

称して現在に至っています。 

 なお、各種試験は深川市農業技術支援協議会に委託し進めています。 
 

※ 農業センター見取り図 
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水稲試験及び実習・体験ほ場 

圃場 No１  水稲奨励品種決定現地調査・作柄生育状況調査   

（担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 
 

１、 目 的 水稲品種系統を比較展示し、明年以降の普及奨励品種決定の参考とする。 
 

２、播種期 ４月２２日 移植期  ５月２０日 
 
３、施肥量（kg／10a） ＮÜ７．６  ＰÜ７．６  Ｋ－６．３ 
 
４、栽植密度 ３３cm×１３cm（２３．３株／㎡） 
 
５、除草剤  ５月２８日 エンペラー豆粒  ２５０g/１０ａ 
 
６、供試品種・系統 

N

O 
品種系統 交配組合せ 

早晩性 耐倒

伏性 
耐冷性 

いもち病抵抗性 
品質 食味 

用途 

対照 出穂 成熟 葉 穂 

１ 
空 育 194

号 

北海 313 号(雪ご

ぜん)／空育 182

号 

ﾔﾔ早 中 中 ﾔﾔ強 強 ﾔﾔ強 上下 中上 
業務

用 

２ 
空 育 195

号 

空系 12238 号

／空育 184 号 
ﾔﾔ早 中 中 ﾔﾔ強 強 ﾔﾔ強 上下 中上 

業務

用 

３ きらら397 

しまひかり／道

北 36 号（キタア

ケ） 

ﾔﾔ早 中 中 中 ﾔﾔ弱 中 上下 中上 
業務

用 

４ 

そらゆき 

(空育 180

号) 
 

上育 455 号 

 ／大地の星 ﾔﾔ早 中 ﾔﾔ弱 ﾔﾔ強 強 ﾔﾔ強 上下 中上 
業務

用 

５ 
き た く り

ん 

ふ系 187 号/空育

162 号//ふっくり

んこ 

中中 中中 
ヤ弱

～中 
強~ 
極強 

強 
ﾔ強 

~強 
上下 上下 

市販

用 

６ 

ゆ め ぴ り

か 

（作況） 
 

北海 287 号 

 ／ほしたろう ﾔﾔ早 ﾔﾔ早 ﾔﾔ弱 
中~ﾔ

強 
ﾔﾔ弱 

ﾔﾔ弱 
~中 

上下 上中 
市販

用 

７ 

ななつぼし 

（作

況） 

ひとめぼれ／空

系 90242A//空育

150 号（あきほ） 

ﾔﾔ早 ﾔﾔ早 ﾔﾔ弱 ﾔﾔ強 ﾔﾔ弱 ﾔﾔ弱 中上 上下 
市販

用 

８ 

ふっくり

んこ（作

況） 

空系 90242B 

／ほしのゆめ 晩中 晩早 
中～

ﾔ強 
極強 ヤ弱 ヤ弱 中上 上中 

市販 

用 

９ 
ふ っ く り

んこ(作況) 

空系 90242B 

 ／ほしのゆめ 晩中 晩早 
中～

ヤ強 
極強 ヤ弱 ヤ弱 中上 上中 主食用 



圃場 No２ そらゆき疎植試験 （株間 18cm）   

（担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１、目 的 そらゆきの疎植栽培において、地域で導入可能な１８ｃｍで試験を行い、収量・品質等現

地適応生を確認する。 

２、品 種 そらゆき  

３、は種期 ４月２２日（金）：移植期 ５月２０日 ： 苗質 成苗ポット 

４、試験区別・施肥量   施肥窒素７．６kg/10a における側条窒素施肥割合を高める。 

区 別 
施肥割合別窒素量

（kg/10a） 
使用肥料(kg/10a） 

栽植密度

（株／㎡） 

１、Ｎ８ｋｇ区 
全層７０％ Ｎ５．８ 全層 化成ＢＢ４４０ ４１．４  

１６．８ 

 側条３０％ Ｎ２．２ 側条 化成側条４４４ １５．７ 

２、Ｎ１０ｋｇ区 
全層６０％ Ｎ７．８ 全層 化成ＢＢ４４０ ５５．７ １６．８ 

 側条４０％ Ｎ２．２ 側条 化成側条４４４ １５．７ 

 
  

 
  

５、除草剤 ５月２８日  エンペラー豆粒 250g/10a   

 

圃場 No３ ななつぼし疎植試験 （株間 １８ｃｍ）   

（担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１、目 的 ななつぼしの疎植栽培において、地域で導入可能な株間１８ｃｍ、多肥で試験を行

い、収量品質等現地適応生を確認する。 
２、品 種 ななつぼし  

３、は種期 ４月２２日（金）：移植期 ５月２０日 ： 苗質 成苗ポット 

４、試験区別・施肥量    

区 別 
施肥割合別窒素量

（kg/10a） 
使用肥料(kg/10a） 

栽植密度（株

／㎡） 

１、Ｎ１０ｋｇ区 
全層７０％ Ｎ７．８ 全層 化成ＢＢ４４０ ５５．７  

１６．８ 

 側条３０％ Ｎ２．２ 側条 化成側条４４４ １５．７ 

２、Ｎ１２ｋｇ区 
全層６０％ Ｎ９．８ 全層 化成ＢＢ４４０ ７０．０ １６．８ 

 側条４０％ Ｎ２．２ 側条 化成側条４４４ １５．７ 

 
  

 
  

 
５、除草剤     ５月２８日 エンペラー豆粒  ２５０ gl／10a 

 

 



圃場 No４ 深川市深川小学校 体験ほ場   

（担当 深川市農政課） 

１、 目 的 深川市深川小学校の総合学習の一環として田植え体験を行い、食育の実践ほ      

場としているもの。  

２、 田植え実習日   ５月１９日 （火） 新型コロナのため、田植機移植を行った。   

 

３、 品 種：ふっくりんこ 

４、 は種期: ４月２２日 

5、 施肥量：全層施肥  ＢＢ４４０ 57.1（kg/10a）（Ｎ8.0 － Ｐ8.0 － Ｋ5.7 ） 

             側条 側条４４４ 14.7kg(ｋｇ／１０a)(N2.2 ÜP2.2Ü K2.2)            

6、 田植え：栽植密度 33cm×13cm 

7、 除草剤： 5 月 2８日  エンペラー豆粒   ２５０ g／10a 

圃場 No５ 道立深川東高等学校生産科学科実習ほ場   

（担当 道立深川東高等学校） 

１、目 的  道立深川東高等学校生産科学科の実習ほ場として活用しているもの。 

２、供試品種 「ふっくりんこ」  

３、 施肥量  全層 化成ＢＢ４４０ ５７.0kg/10a （Ｎ８.０ Ü Ｐ８.０ － Ｋ５.７ ） 

        側条 側条４４４   １５.７kg/10a ( Ｎ２.２ Ü Ｐ２.２ － Ｋ２.２ ） 

                         施肥合計    Ｎ１０．２ Ü Ｐ１０.２ － Ｋ７.９  

４、除草剤：   5 月２８日  エンペラー豆粒   ２５０ ｇ／10a 

 

圃場 No６ えみまる直播栽培試験 （担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１、目 的  えみまるの直播栽培における適正播種量確認試験。 
 

２、供試品種 えみまる（上育 471 号）  
 

３、施肥量  全層 5/8 Ｄｄ７０８ 52.9 kg/10a（ N 9.0 – p 5.3 – k 4.2 ） 

       追肥 6/25 尿 素    4.3 kg/10a （ Ｎ2.0 ）  
           

４、播種期  5 月 1５日  
 

５、播種量   乾籾 １０kg/10a （催芽後は種、ヤンマー条播機（１２条）使用） 
 

６、除草剤  １回目 ５月１５日  ベルーガ粒剤  １kg/10a  播種同時散布 
       ２回目 ６月 ７日  クリーンジャンボ 50g×20 袋/10a 

 
 

圃場 No7 体験ほ場 札幌市西区子供会体験ほ場  （担当 深川市農政課） 

目 的：都市と農村交流の一環として札幌市西区子供会の田植え体験を行い、食育の実践ほ 

として交流しているもの。（田植え体験日 5 月１９日） 

本年、新形コロナのため、田植機で移植をおこなった。      



圃場 No８  深川市一已小学校体験ほ場         （担当 深川市農政課） 

目 的： 深川市一已小学校５年生総合学習の一環として田植え体験を行い、食育の実践ほ場

としている。（田植え体験日 ５月１９日） 

     本年、新形コロナのため、田植機で移植をおこなった。  

圃場 No９ 密苗栽培品種比較展示  （担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１，目 的： 地域で導入が進んでいる密苗栽培についてそれぞれの品種の栽培特性や収量品

質等を確認する。  

２，供試品種 「えみまる」 

３，施肥量  全層 化成ＢＢ４４０ ３５．０kg/10a(N4.9  P4.9 K3.5) 

              側条 側条４４４   ２２．１kg/10a（Ｎ３．１ Ｐ３．１Ｋ３．１） 

                  施肥合計    Ｎ８．０ Ｐ８．０ Ｋ６．６） 

４，育苗様式  ヤンマー農機ＫＫ 

     ① 播種日 ４月２７日 （音江向陽 宝利靖必ハウス育苗） 

     ② 播種量 乾燥もみ 300g/箱（催芽もみ換算 600cc/箱） 

     ③ 密苗専用箱 ６０ｃｍ×３０ｃｍ 下穴６４穴 

     ④ 田植機 ヤンマー専用密苗田植機 ＹＲ８Ｄ（８条機） 

５，移植日 ５月１５日 （育苗日数 １８日） 

６，移植株数  １区  ９０株 

        ２区  ７５株 

７，除草剤 ５月１５日 ドクターオリゼフェルテラ同時施用 １ｋｇ／１０a 

            ５月２２日 エンペラー豆粒 ２５０ｇ／１０a 

 

圃場 No１０ 水稲密苗育苗移植栽培試験（ななつぼし） 

（担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１、目 的  地域で導入が進んでいる密苗栽培についてそれぞれの品種の栽培特性や収量品

質等を確認する。 

２、供試品種 「ななつぼし」  

３、施肥量  全層 化成ＢＢ４４０ 35.0 kg/10a（ N 4.9 –P 4.9 –K 3.5 ） 

       側条 側条４４４   22.1 kg/10a ( N 3.1 –P 3.1 –K 3.1 ) 

  施肥合計    Ｎ8.0 – P 8.0 –K 6.6   

４、育苗移植様式  ヤンマー農機 ＫＫ 

①  は種期 ４月２７日  （音江町向陽 宝利靖必ハウスで育苗）   

②  は種量 乾籾３００ｇ／箱（催芽籾換算６００㏄/箱）  

③  密苗専用箱 ６０㎝×３０㎝ 下穴６４穴 

④  田植機 ヤンマー専用密苗田植機 ＹＲ８Ｄ（８条機） 

５、移植日   ５月１５日  （育苗日数 １８日） 

６、移植箱数   1 区 ７５株／坪 

         ２区 ９０株／坪 

７、除草剤   5 月１５日  ドクターオリゼフェルテラ同時施用 １ｋｇ／１０a 

            ５月２２日 エンペラー豆粒 ２５０ｇ／１０a 



畑作物試験ほ場 畑作 NO.1、NO.3 は緑肥、ＮＯ.3 はにんにく栽培 

 

 畑作 No4  種子馬鈴薯 ＰＶＹḘＮ病株展示   

（担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 
１、目 的  馬鈴薯品種の特性を比較展示するとともに品種別にＰＶＹ感染いもの病徴を把握

し、ウイルス株の抜き取りの参考とする。 
２、植付け  ４／22（浴光催芽 20 日以上） 
３、 施 肥  Ｎ7.0－Ｐ10.5－Ｋ9.1(kg/10a) （Ｓ０５３ 70kg/10a ） 
４、栽植密度 畦幅 90ｃｍ×株間 25ｃｍ （4,444 株／10a） 
５、供試品種  

No 品 種 名 いも肉色 ｼﾞｬｶﾞｲﾓｼｽﾄｾﾝﾁｭｳ抵抗性 用 途 

１ 男爵薯 白 無 生食 

２ とうや 淡黄 有 生食 

３ キタアカリ 淡黄 有 生食 

４ オホーツクチップ 白 有 ポテトチップ 

 除外    

 

 畑作 No.５  大豆奨励品種決定現地試験 

 （担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１、目 的 大豆品種系統を比較展示し、地域における品種・系統の適応性を検討する。（道立

農業試験場の委託試験） 

２、は種期 ５月２１日 

３、施 肥 (kg/10a)  N 1.5 – Ｐ12.5 – Ｋ6.5  （ＢＢＳ３5３ 50 kg/10a ） 

４、栽植密度 畦幅 60cm×株間 20cm ２粒まき ８，３３３株/10a 

５、供試品種・系統 

No 品種・系統名 早晩 銘柄 総 評・優点 総評・欠点 用 途 

１ 
トヨムスメ 

（標準種） 
中 大粒白目 

シ ス ト セ ン チ ュ ウ 抵 抗 性

「強」・黒根病抵抗性・良質多

収 

わ い 化 病

「弱」           
煮豆用 

２ 十勝２６９号 中 大粒白目 シストセンチュウ抵抗性「強」 
わ い 化 病

「弱」           
煮豆用 

３ 
ユキホマレ 

（作況） 

やや 

早 
中粒白目 

シストセンチュウ抵抗性「強」・

早生・耐冷性・難裂莢性 

わ い 化 病

「弱」 
煮豆用 

 

 

 

 

 

 



 畑作 No６  秋まき小麦奨励品種決定現地調査  

（担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１、目 的  秋まき小麦品種系統を比較展示し、明年以降の普及奨励品種決定の参考とする。

（道立農業試験場の委託試験展示）  
２、は種期  Ｒ１年 9 / 11   出芽期  Ｒ１年 9/21~25 

３、は種量  170 粒/㎡  栽植密度 畦幅 30ｃｍ条播 
４、施肥量（kg/10a） 
  基   肥（9/11）： Ｎ４（ＢＢ０５２、４０㎏ ） 
  起生期追肥（4/12）：Ｎ６（ 硫 安 、きたほなみ２９㎏、ゆめちから 38kg ） 
  幼形期追肥（5/ 9）： Ｎ４（ 硫 安 、きたほなみ２１㎏、ゆめちから 29kg ） 

止葉期追肥（5/29）： Ｎ４（ 硫 安 、きたほなみ２１㎏、ゆめちから 29kg） 
５、供試品種・系統 

品種系統 品種系譜 用   途 特     性 

ゆめちから 札系 159／KS83195 

//キタノカオリ 

硬質パン用 縞萎縮病「強」・赤カビ抵抗性 

北見９６号 硬質系統 ゆめちから置

き換え 

硬質パン用 赤カビ抵抗性・収量多 穂発芽性 

やや難 

北 海 ２ ６ ６

号 

ゆめちから置き換え 硬質パン用 赤カビやや「強」・耐雪性強 

きたほなみ 北見 72 号(きたもえ)／ 

北系 1660 号 

めん用 多収・耐穂発芽性強・麺適正良 

    

ＮＯ．７は緑肥作物 

 畑作 No８  そば品種比較深川現地試験 

（担当 空知農業改良普及センター北空知支所） 

１、そば品種系統を比較展示し、地域における品種・系統の適応性を検討する。 

２、供試品種  

品 種 名 特          徴 

キタワセソバ 標準品種 当地区主要品種 

キタミツキ キタワセソバよりやや遅い、やや多収、麺色良く明るい。ルチン含量高い。 

３、施  肥  N 2.0 – Ｐ4.0 –Ｋ2.0（kg/10a）そば 1 号（ＢＢ１２１Ｍ）20kg/10a 

４、は 種 期  5 月２２日 

５、栽植密度   畦幅 ３０ｃｍ条播  は種量 150 粒／㎡ 

 

 

 

 



 学校実習・体験圃場  
 

 深川東高等学校実習ほ場    

小 豆 ・ 大 豆  

かぼちゃ 

にんじん 

たまねぎ 

馬鈴薯 

 
 

 体験ほ場 No１   深川市一已小学生畑作体験ほ場  

 （担当 深川市農政課） 

目 的：深川市一已小学校４年生総合学習の一環として畑作体験を行い、食育の実践ほ場とし 

ている。 （いも植えつけ日：５月１２日、 収穫体験：8 月中旬予定） 

 

 体験ほ場 No２   深川市一已小学生畑作体験ほ場   

（担当 深川市農政課） 

目 的：深川市一已小学校６年生総合学習の一環として畑作体験を行い、収穫後「とうふ」 

加工を体験学習するもの。 

 

（は種日：５月 1３日、収穫脱穀体験：10 月上旬） 

 


